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（1）本論文の構成と内容 
スポーツマーケティングの世界では、企業が、有名スポーツ選手とエンドーサー（商品
推奨者）契約を結び、商品やサービスの広告宣伝に用いる手法が定着した。しかしながら、
推奨者の信頼性と専門性に基づく信憑性の問題や、推奨者の身体的魅力といった発信源の
魅力に関して、統一した見解は得られていない。また推奨者の特性が、どの程度効果的に
商品に移入されるかといったイメージの意味変換や、どのようなアスリートがどのような
商品を推奨した場合に効果があるのかといった「マッチアップ」仮説も、まだ検証は不充
分である。 
このようなエンドースメント研究の不完全状態は、社会科学論文の生命線とでも言うべ
き先行研究のレビューによっても明らかにされた。筆者は、これまで行われたエンドース
メント研究を整理し、研究の目的別に①推奨者の情報が消費者に及ぼす影響、②推奨者と
商品の関係が消費者に及ぼす影響、③消費者の属性の差異が推奨者への評価に及ぼす影響、
④推奨者が起用された商品広告の内容分析、⑤推奨者の評価方法、⑥推奨者が商品のブラ
ンド形成に及ぼす影響の６つに分類した上で、商品推奨者としてのスポーツ選手が、消費
者の購買行動に与える影響について研究が不足していることを指摘した。先行研究のレビ
ューを踏まえた上で、日本におけるスポーツ選手の「魅力」の構成要因を明らかにすると
ともに、どのような魅力要因がスポーツ選手の購買行動に影響を及ぼすか、モデルアプロ
 
 ーチを用いて探索することを本研究の目的とした。 
本論文は、5 章から構成される。まず第 1 章では、緒言において「スポーツ選手のエンド
ースメント契約」の現状と、テレビ番組などの各種メディアへの登場機会の増加により問
題となっている「スポーツ選手のあり方や魅力」が論考された。その中で、特に、10 代の
若者の推奨者への感応性の高さや、アメリカに比べて、推奨者を使用する割合がひじょう
に高い日本の現状などが報告された他、推奨者タイプが有名人、専門家、一般人に区分け
される一方、スポーツ選手が有名人の中に埋没し、カテゴリーとしての存在感が希薄であ
る状況が明らかになった。 
第 2 章では、先行研究の検討として、これまでにおこなわれた推奨者に関する研究のレ
ビューを行い、研究の歴史や理論背景を整理するとともに、2000 年以降におこなわれた推
奨者に関する研究を研究目的ごとに分類することで、近年の研究動向を探ることを試みた。
その結果、36 のレビュー対象論文の中で、推奨者の情報が消費者に及ぼす影響について検
証を行った研究が 15 あり、推奨者と商品の関係（マッチアップ）が消費者に与える影響を
扱った論文が 8 あり、変数間の関係を吟味した上で本論文の因果関係モデルの構築に使わ
れた。 
第 3 章では、スポーツ選手の魅力を構成する要因を明らかにするため、3 段階からなる調
査を実施して｢スポーツ選手の魅力｣の抽出を試みた。第 1 段階では、アンケート調査によ
って実際に企業とエンドースメント契約を結び、商品の推奨者となったスポーツ選手の中
から推奨者として高い評価を得ているスポーツ選手として、松井秀喜、中村俊輔、浅田真
央、谷亮子の 4 選手が抽出された。第 2 段階では、第 1 段階において選出された 4 名のス
ポーツ選手の魅力を表す語彙の収集を試みたところ、スポーツ選手の魅力を表す語彙とし
て、最終的に 56 の語彙が明らかになった。そして第 3 段階では、推奨者として高い評価を
得ているスポーツ選手の魅力の構成要因を明らかにするため、第 2 段階において得られた
56 の語彙を質問項目とし、スポーツ選手の写真を使用した架空の広告を用いた調査を実施
した。大学生に対する質問紙調査によって得られたデータを用いて、主因子法・バリマッ
クス回転、固有値 1 以上による探索的因子分析をおこなった結果、「身体的な魅力」「パー
ソナリティー」「頭脳」「迫力」の 4 つが「スポーツ選手の魅力」を構成する因子として抽
出され、この 4 つの因子で全体の分散の 58.1%を説明することが明らかになった。よって、
推奨者として高い評価を得ているスポーツ選手の魅力を構成する要因として、4 つの因子を
確定した。 
第 4 章では、第 3 章においてスポーツ選手の魅力として抽出された 4 因子の構成概念の
妥当性、および信頼性の検証を行うとともに、「広告態度」や「ブランド態度」、「購買意図」
などの消費者の購買行動を測定する尺度と組み合わせた調査を実施することで、スポーツ
選手の魅力が消費者の購買行動に及ぼす影響について検証を試みた。検証を行うにあたっ
ては、第 3 章の第 3 段階の調査で使用した、スポーツ選手が登場するスポーツ飲料水を用
いた架空の広告と質問項目、そして「広告態度」「ブランド態度」「購買意図」を測定する
 
 尺度を加えた質問紙を用いて、大学生を対象とした調査を実施し、得られたデータを、共
分散構造分析ソフト Amos 5.0 を用いて分析を行った。 
スポーツ選手の魅力として抽出された 4 因子の構成概念の妥当性および信頼性について
は、確認的因子分析において算出されたモデルの適合度を見るために用いられる適合度指
標の値より、第 3 章において抽出された 4 因子 14 項目からなるスポーツ選手の魅力の構成
概念のモデルが、妥当なモデルであることが判断された。また、それぞれの因子の信頼性
を検討するためのα信頼係数は.76 -.88 とすべての因子において.70 の値を上回っていた。 
そして、消費者の広告反応プロセスに改良を加えたモデルを設定し、共分散構造分析を用
いてこのモデルの検証を行ったところ、このモデルがデータに適合していることと、さら
に「広告態度」の分散の 27.3%, 「ブランド態度」の分散の 28.6%, 「購買意図」の分散の
55.3%がそれぞれ説明されていることが明らかになった。 
スポーツ選手の魅力を構成するそれぞれの因子から「広告態度」への統計的に有意なパ
ス係数を見てみると、「身体的な魅力」が.52, 「迫力」が.18 であり、2 つの因子が広告態
度にポジティブな影響を及ぼしていることがわかった。その他のパス係数では、「広告態度」
から「ブランド態度」へが.53, 「広告態度」から「購買意図」へが.38, 「ブランド態度」
から「購買意図」へが.47 となり、すべて統計的に有意であった。以上の結果から、スポー
ツ選手は推奨者として、「身体的魅力」と「迫力」によって消費者の購買行動に影響を与え
ることがわかった。このことから消費者は、スポーツ選手が推奨者として登場する商品の
広告を見る際、推奨者に関する情報を熟慮するのではなく、広告から得られる視覚的な情
報を瞬時に処理し、態度の変容へと結びつけているのではないかということが本研究の結
果から推察された。 
 
（2）本論文の評価 
 本研究の意義と評価は、以下のようにまとめられる。 
 第 1 に、包括的なレビュー研究によって、日本では未開拓の領域であったエンドースメ
ント研究の全体が整理され、未着手領域の存在と研究の必要性が明らかにされた。北米の 2
割に対して、日本では、有名人を起用した広告が 7 割に達する。このような現状を鑑みて
も、文化的特性に配慮した日本におけるエンドースメント研究は、今後より活性化される
必要がある。 
 第二に、これまで未開拓であった、スポーツ選手が推奨者として持つ特性に着目し、本
論文では「スポーツ選手が持つ魅力」という構成概念を提唱した。大学生を対象とした調
査では、複数の地道な質問紙調査と統計的処理を繰り返し、構成概念が「身体的な魅了」「パ
ーソナリティー」「頭脳」「迫力」という４つの因子から構成されることを明らかにし、信
頼性と妥当性の検証を行った。 
第三に、スポーツ選手の魅力と広告反応プロセスを組み合わせたモデルの精緻化を行っ
た。その結果、予測されたように、スポーツ選手の魅力は、広告態度に影響を与えるとい
 
 うモデルの適合度が高く、先行研究で得られた示唆を裏付ける結果となった。 
 第四は、日米における文化的差異が、推奨者と広告の関係に微妙なずれを生じさせてい
ることに関する考察である。すなわち、日本のような高コンテクスト社会では、言語を中
心とした社会に曖昧さが介在し、それが推奨者の専門性の低評価につながったのではない
かという指摘は、今後のさらなる研究の発展的課題とされる有益な示唆でもある。 
 以上の諸点から、本研究については、商品推奨者としてのスポーツ選手と消費者の購買
行動の関係解明に関する新しい知見の獲得と、スポーツマーケティング研究において今後
益々重要性が高まる、スポーサーシップ効果測定の分野への寄与という点が高く評価され
る。よって、本論文が博士（スポーツ科学）に充分値する研究との結論に達した。 
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